
数学・理科の学力等に関する国際的な調査について

１ 国際数学・理科教育調査
（国際教育到達度評価学会（ＩＥＡ）実施）
【概要】
・1964年(昭和39年)に数学、1970年(昭和45年)に理科の第１回調査を実施
・国際教育到達度評価学会は、1960年（昭和35年）に設立の非営利の国際学術団体
・ユネスコの協力機関（現在、世界の55か国／地域が加盟）
・文化的、社会的、経済的背景をもつ国々の間で実証的な教育の比較研究を実施
・教育到達度と教育諸要因との関連の明確化がねらい

【平成11年調査結果概要】
・我が国の児童生徒の成績は、国際的にトップクラスであり、算数・数学では小学校26か
国中３位、中学校38か国中５位、また、理科では小学校26か国中２位、中学校38か国中
４位と、全体としておおむね良好。

・同一問題の正答率について経年比較しても低下傾向は見られない。
・数学や理科が好き、これらに関する職業に就きたいと思う者の割合等が国際的に見て最
低レベルであるなどの問題がある。

（調査年、調査対象等）
調査年 実施教科 参加国

第３回 1995年（平成７年） 数学・理科 41カ国
1999年（平成11年） 数学・理科 38カ国＊第２段階調査

＊13歳以上14歳未満の大多数が在籍している隣り合った２学年のうちの上の学年の生徒を対象

（我が国における実施状況（1999年 ））
実施生徒数 実施学校数

日本 4、745人 140校
（参考）全体 180、700人 6、076校

２ 生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）2000年（平成12年）調査
（ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）実施）

【概要】
・2000年(平成12年)に最初の本調査を実施し、以後３年毎のサイクルで調査を実施
・思考プロセスの習得、概念の理解及び様々な状況でそれらを生かす力を重視

【平成12年調査結果概要】
、 、・知識や技能を 実生活の様々な場面で直面する課題に活用する力も日本は国際的に見て

参加31か国中 「総合読解力」では２位グループ 「数学的リテラシー」では１位グルー、 、
プ 「科学的リテラシー」においても１位グループであり上位、

・ 宿題や自分の勉強をする時間」が調査対象27か国中最低「
・最も高いレベルの読解力を有する生徒の割合はＯＥＣＤ平均と同程度
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(調査年、調査対象等）
調査年 実施分野 参加国

2000年（平成12年） ・総合読解力
第１回 ※2000年は読解力中心 ・数学的リテラシー 31カ国

・科学的リテラシー
※対象年齢は15歳児（多くの国で義務教育終了年齢 （日本では高１））

（我が国における実施状況（2000年 ））
参加生徒数 実施学校（学科）数

日本 5、256人 133校（135学科）
（参考）全体 26万5、000人

３ 数学・理科教育充実のための対応
文部科学省では、科学的な見方や考え方の育成を目指し、観察・実験、課題学習等を

重視して学習指導要領を改訂するとともに、科学技術、数学・理科教育の充実のため、
以下の施策等からなる「科学技術・理科大好きプラン」を推進しているところである。

【科学技術・理科大好きプランの主な施策】
○スーパーサイエンスハイスクール
・高等学校における理科・数学に重点を置いたカリキュラムの研究開発等を実施。

○サイエンス・パートナーシップ・プログラム
、 。・大学との連携等により 科学技術に触れる機会や教員研修等を充実する取組を実施

○理科大好きスクール
・小・中学校で観察・実験を重視した取組を行うなど科学に対する知的好奇心や
科学的な見方等を育成する取組を実施。 等



１ ． 国 際 数 学 ・ 理 科 教 育 調 査
（ 国 際 教 育 到 達 度 評 価 学 会 （ Ｉ Ｅ Ａ ） 実 施 ）

○我が国の児童生徒の成績は，国際的にトップクラスであり，全体としておお
むね良好である。

○同一問題の正答率について経年比較しても低下傾向は見られない。
○しかし，数学や理科が好きであるとか，将来これらに関する職業に就きたいと
思う者の割合や，学校外の勉強時間が国際的に見て最低レベルであるなどの問
題がある。

( 1 ) 我 が 国 の 成 績
① 算 数 ・ 数 学 の 成 績

小 学 校 中 学 校
昭 和 ３ ９ 年 （ 第 １ 回 ） 実 施 し て い な い ２ 位 ／ １ ２ 国
昭 和 ５ ６ 年 （ 第 ２ 回 ） 実 施 し て い な い １ 位 ／ ２ ０ 国
平 成 ７ 年 （ 第 ３ 回 ） ３ 位 ／ ２ ６ 国 ３ 位 ／ ４ １ 国
平 成 １ １ 年 (第 ３ 回 追 調 査 ） 実 施 し て い な い ５ 位 ／ ３ ８ 国
（ 注 ） 小 学 校 に つ い て は ４ 年 生 の 成 績 。 中 学 校 に つ い て は 昭 和 ３ ９ ，

５ ６ 年 は １ 年 生 ， 平 成 ７ 年 ， １ １ 年 は ２ 年 生 の 成 績 。

② 理 科 の 成 績
小 学 校 中 学 校

昭 和 ４ ５ 年 （ 第 １ 回 ） １ 位 ／ １ ６ 国 １ 位 ／ １ ８ 国
昭 和 ５ ８ 年 （ 第 ２ 回 ） １ 位 ／ １ ９ 国 ２ 位 ／ ２ ６ 国
平 成 ７ 年 （ 第 ３ 回 ） ２ 位 ／ ２ ６ 国 ３ 位 ／ ４ １ 国
平 成 １ １ 年 (第 ３ 回 追 調 査 ） 実 施 し て い な い ４ 位 ／ ３ ８ 国
（ 注 ） 小 学 校 に つ い て は 昭 和 ４ ５ 年 及 び ５ ８ 年 は ５ 年 生 ， 平 成 ７ 年 は

４ 年 生 の 成 績 。 中 学 校 に つ い て は 各 年 と も ２ 年 生 の 成 績 。

( 2 ) 数 学 ・ 理 科 に 対 す る 意 識 （ 中 学 ２ 年 ）

① 数 学

数 学 が 好 き 数 学 の 勉 強 は 将 来 ， 数 学 を 生 活 の 中 で「 」
ま た は 「 大 好 楽 し い 使 う 仕 事 が し 大 切

き 」 た い
平 成 ７ 年 ５ ３ ％ ( 6 8 % ) ４ ６ ％ ( 6 5 % ) ２ ４ ％ ( 4 6 % ) ７ １ ％ ( 9 2 % )
平 成 １ １ 年 ４ ８ ％ ( 7 2 % ) ３ ８ ％ ( ) １ ８ ％ ( ) ６ ２ ％ ( )
前 回 と の 差 △ ５ △ ８ △ ６ △ ９

（ 注 （ ） 内 は 国 際 平 均 値）
（ ） 内 に つ い て は 国 際 平 均 値 は 発 表 さ れ て い な い

② 理 科

理 科 が 好 き 理 科 の 勉 強 は 将 来 ， 科 学 を 生 活 の 中 で「 」
ま た は 「 大 好 楽 し い 使 う 仕 事 が し 大 切

き 」 た い
平 成 ７ 年 ５ ６ ％ ( 7 3 % ) ５ ３ ％ ( 7 3 % ) ２ ０ ％ ( 4 7 % ) ４ ８ ％ ( 7 9 % )
平 成 １ １ 年 ５ ５ ％ ( 7 9 % ) ５ ０ ％ ( ) １ ９ ％ ( ) ３ ９ ％ ( )
前 回 と の 差 △ １ △ ３ △ １ △ ９

（ 注 （ ） 内 は 国 際 平 均 値）
（ ） 内 に つ い て は 国 際 平 均 値 は 発 表 さ れ て い な い

( 3 ) 学 校 外 の 学 習 （ 中 学 ２ 年 ）

１ 日 の 学 校 外 で の 勉 強 時 間 勉 強 や 宿 題 を わ ず か
で も す る 生 徒 の 割 合

平 成 ７ 年 ２ ． ３ 時 間 ( 3 . 0時 間 ) ７ ２ ％ (８ ０ ％ )
平 成 １ １ 年 １ ． ７ 時 間 ( 2 . 8時 間 ) ５ ９ ％ (８ ０ ％ )
前 回 と の 差 △ ０ ． ６ 時 間 △ １ ３

（ 注 （ ） 内 は 国 際 平 均 値）











２．生徒の学習到達度調査（ＰＩＳＡ）平成１２年（２０００年）調査

（ＯＥＣＤ（経済協力開発機構）実施）

○知識や技能を、実生活の様々な場面で直面する課題に活用する力に

ついても、日本の子どもは国際的に見て上位

○「宿題や自分の勉強をする時間」が参加国中最低

○最も高いレベルの読解力を有する生徒の割合はＯＥＣＤ平均と同程度

(1)平均得点の国際比較 （ ３ １ カ 国 参 加 ）

総合読解力 １位／フィンランド

２位グループ／カナダ、ニュージーランド、オーストラリア、

アイルランド、韓国、イギリス及び日本

数学的リテラシー １位グループ／日本、韓国及びニュージーランド

科学的リテラシー １位グループ／韓国及び日本

(2)総合読解力 （ 習 熟 度 レ ベ ル 別 結 果 ）

レ ベ ル １ レ ベ ル ２ レ ベ ル ３ レ ベ ル ４ レ ベ ル ５レベル１未満

（ 高 ）（ 低 ）

日 本 ２ ． ７ ７ ． ３ １ ８ ． ０ ３ ３ ． ３ ２ ８ ． ８ ９ ． ９

フィンランド １ ． ７ ５ ． ２ １ ４ ． ３ ２ ８ ． ７ ３ １ ． ６ １ ８ ． ５

イ ギ リ ス ３ ． ６ ９ ． ２ １ ９ ． ６ ２ ７ ． ５ ２ ４ ． ４ １ ５ ． ６

ア メ リ カ ６ ． ４ １ １ ． ５ ２ １ ． ０ ２ ７ ． ４ ２ １ ． ５ １ ２ ． ２

韓 国 ０ ． ９ ４ ． ８ １ ８ ． ６ ３ ８ ． ８ ３ １ ． １ ５ ． ７

ＯＥＣＤ平均 ６ ． ０ １ １ ． ９ ２ １ ． ７ ２ ８ ． ７ ２ ２ ． ３ ９ ． ５

（ 数 字 は ％ ）

(3)宿 題 や 自 分 の 勉 強 を す る 時 間

宿 題 や 自 分 の 勉 強 を す る 時 間

（ Ｏ Ｅ Ｃ Ｄ 加 盟 国 ２ ７ カ 国 中 ）

日 本 ２ ７ 位

フ ィ ン ラ ン ド ２ ３ 位

イ ギ リ ス ３ 位

ア メ リ カ １ ７ 位

韓 国 ２ ０ 位







３ 数学・理科教育充実のための対応

科学技術・理科大好きプラン及び関連施策

（平成１５年度予算額 １２８億円）
平成１６年度予算額（案）１３４億円

１．趣 旨
科学技術創造立国の実現を目指し、我が国の技術革新と産業競争力強化を図り、国際

社会に積極的に貢献していくためには、質の高い科学技術系人材の育成が不可欠である。
また、昨今、青少年の「科学技術離れ」「理科離れ」が指摘されており、これらへの対
策を講じることが喫緊の課題となっている。
このため、科学技術、理科・数学教育を重点的に行う学校をスーパーサイエンスハイ

スクールとして指定するなど、科学技術・理科教育の充実のための様々な施策を総合的
・一体的に実施する。

２．事業の内容
（１）科学技術・理科大好きプラン【52→52億円】

①スーパーサイエンスハイスクール 【11.9→13.5億円】
・理科・数学に重点を置いたカリキュラム開発、大学や研究機関等との効果的な連携方策について
の研究を行う学校をスーパーサイエンスハイスクールとして指定
・対象：高等学校、中高一貫教育校 【H15：45校→H16:60校】

②理科大好きスクール 【2.5→2.2億円】*1
・モデル地域を指定し、地域と域内の小・中学校が一体となって、理科教育の充実のための取組を
推進（20地域×10校）
（*1「地域科学技術理解増進人材の活動推進」からの支援分1.7億円を含む）

③地域科学技術理解増進人材の活動推進 【3.9→3.0億円】*2
・科学技術理解増進・理科教育に係る地域のボランティアを主な対象に、地域ボランティアの自立
と組織化に資する支援を実施 （*2 内数で1.7億円は「理科大好きスクール」の取組を支援）

④大学、学協会、研究機関等と教育現場との連携の推進（サイエンス・パートナーシ
ップ・プログラム） 【12.8→12.7億円】
・第一線で活躍する研究者・技術者による特別講義、研究機関等を活用した学習プログラム、教員
研修の実施 等

⑤ＩＴ活用型科学技術・理科教育基盤整備事業 【7.4→6.4億円】
・最先端の研究成果等を活用した先進的な科学技術・理科教育用デジタル教材の開発及び「教育の
情報化」で整備される情報インフラを活用した流通・提供システムを構築

⑥国際科学技術コンテストに対する支援 【新規 0.8億円】
・科学技術関連の分野に特筆すべき才能を持つ生徒の個性を伸長し、社会的に正当に評価する基盤
を整備するため、国際大会につながる国内での科学技術コンテストの開催、国際コンテストへの
児童生徒の派遣を支援

⑦理科教育等設備整備費補助 【13.5→12.8億円】
・理科教育振興法に基づき、学校で行う実験・観察等に必要な設備の整備
（小・中・高等学校及び盲・聾・養護学校の理科教育設備、算数・数学教育設備に対し、１／２
補助）

⑧環境教育推進グリーンプラン 【0.9→1.0億円】
・学校における環境教育を一層推進するため、環境教育に関する優れた実践の促進・普及、情報提
供体制の整備、指導者養成講座等を実施

⑨目指せスペシャリスト 【(0.9)→1.3億円】（15年度からプランに統合）

・先端的な技術・技能を取り入れた教育や学習活動を重点的に行っている専門高校を指定し、技能
の習得法や技術の開発法等についての研究を推進

（２）科学技術理解増進事業【76→82億円】
①国立科学博物館の充実（運営交付金・施設整備費） 【30.9→40.3億円】
②日本科学未来館の充実（運営経費等） 【30.9→29.8億円】
③その他の科学技術理解増進事業（②を除くJST関係経費等） 【14.0→11.9億円】



科学技術・理科大好きプラン及び関連施策科学技術・理科大好きプラン及び関連施策
－技術革新や産業競争力強化を担う将来有為な科学技術系人材の育成－

生徒の知的探究心を

伸ばす取り組み
科学技術系クラブ活動等支
援（ボランティア等の活用）

研究発表・交流会等の活動
支援 等

生徒の知的探究心を

伸ばす取り組み
科学技術系クラブ活動等支
援（ボランティア等の活用）

研究発表・交流会等の活動
支援 等

大学、研究機関、企業等と教育現場との連携大学、研究機関、企業等と教育現場との連携

Science Partnership Program (SPP)Science Partnership Program (SPP)
第一線の研究者、技術者による講座の実施

研究機関等を活用した発展的な学習内容の講座の実
施や教材の開発

先進的科学技術に関する教員の研修 等

全国の中学・高等学校等を対象

国立科学博物館の管理・運営

日本科学未来館の管理・運営

先駆的科学技術展示開発事業 等

国立科学博物館の管理・運営

日本科学未来館の管理・運営

先駆的科学技術展示開発事業 等

各種科学技術・理科教育関連施策各種科学技術・理科教育関連施策

環境教育推進グリーンプラン環境教育推進グリーンプラン
学校における環境教育の推進

理科教育等設備整備費補助理科教育等設備整備費補助
学校における理科教育設備整備に対する補助

先進的な授業の実施
先進的な科学技術・理科、
数学のカリキュラム開発

必要となる実験機材・消耗品
等の整備 等

先進的な授業の実施
先進的な科学技術・理科、
数学のカリキュラム開発

必要となる実験機材・消耗品
等の整備 等

地域と連携を図り，観察・実験を重視

理科，数学・算数への興味・関心を高

めるための指導法の研究や教材開発

教員の観察・実験の指導力の向上 等

理科大好きスクールの推進理科大好きスクールの推進

Super Science High SchoolSuper Science High School

目指目指せせスペシャリストスペシャリスト
先端的技術・技能等を取り入れた教育活動の支援

大学・産業・研究機関等との効果的な連携

全国の専門高校を対象

先進的科学技術・理科教育用先進的科学技術・理科教育用

ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材の開発ﾃﾞｼﾞﾀﾙ教材の開発

最先端の研究成果等を活用した、科学技術・理科教育用

デジタル教材の研究開発

全国の中学・高等学校等を対象に配信

国際科学技術コンテストに対する国際科学技術コンテストに対する

支援（新規）支援（新規）

高校生を対象とした国際科学技術コンテストの開

催及び選手の海外派遣、情報周知等の支援

選手合宿の開催、第一線の研究者による指導の

実施（スーパーサイエンスキャンプ（仮称））等

地域科学技術理解増進人材地域科学技術理解増進人材
の活動推進の活動推進

理解増進人材のネットワーク及びボラン
ティアが行う理解増進活動への支援体制を
構築する

平成１６年度予算額（案） １３，３９５百万円（１２，７５２百万円）

運営費交付金中の推計額を含む


